
Saga Women's Junior College

NII-Electronic Library Service

Saga 　 Women ’s　 Junior 　 College

佐女 短研 究 紀 要 　第 42集 ：91− 104
，

ZOO8

味噌汁の ある朝食に み られ る学生 の 意識調査 と

　　　　味噌汁作 りの 実験 ・ 実習 の 教育効果
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1．緒言

　平成17年に 食育基本法が 制定 され て ， 「早寝 ， 早起 き， 朝ご飯』の ス ロ
ー

ガ ン の もと， 朝食の 欠

食率 を減 らそ うとする運動が全 国的に展開され始め た。これは
一

日 の 始 ま りで活力 の 源 である朝

食を欠食す る者が 年々 増加傾 向にあ り， 特 に 20代〜30代の 若者に 多い こ と，更に は 小学生 に ま で

低年齢化 して きて い る社会現象 に
u ）何 とか 歯止め をか けよ うとする運動 の

一
環 で あ る e

　欠食の 及 ぼ す影響 は  体温が 上が らず集中力 に欠け る，  運動機能の 低 下，  計算や思考力 （知

的作業）の 低下 等c2）が 挙げ られ，さ らに イラ イラ感や 根気 の な さ ， 登校忌避 感は明 らか に朝食抜

きの 者に 多か っ た との 調査報告 （3）
もあ る 。

　食育は 「食」に関す る知識 と，「食」を選択す る力 を習得 し，健全 な 食生活 を実践 で きる人間 を

育て る こ とが求め られ て お り，生 き る上 で の 基本 を示 した もの で ある
  。本来そ の 教育は家庭で

親か ら子へ
， 子か ら孫へ と自然 に習慣づ け られ るべ きもの で あろ うが ，その 家庭の 食生活が 昔 と

は大 き く違 っ て きた今 匚1，難 しくなっ て きた 。

　何故 こ の よ うに食へ の 関心 が薄 くな っ て しまっ た の か 。 戦後の 物不足の 時代には ， 生 き る こ と

即 ち食 べ る こ と，食事は生活の 全て で あっ た。そ の 後経済の 高度成長 に伴 い ，何時で もど こ で も

食べ 物が 入 手で きるよ うに な っ た頃か ら，食事は
一

つ 次元 の 下が っ た 関心事  
とな 0 ， 食生活 に

関す る価値観 が低 下 して しま っ た よ うで あ る 。

　 しか し ， 経 済 も成熟期 に は い っ て きた今 日
， 再び食 の 大切 さが 見直され ， 大 き く取 り上 げ られ

る時代 に な っ て きた訳 で ある。個 々 人 が ど の よ うな食生活 を選択する か は ， 知識で は理解 で きて

い て も， 周 りを取 り巻 く環境や 生活時閊 ， そ して食事に対す る価値観 な どの 側面的な要 因が 影響

を与 え る。本学の 学生 も例外 で は な く，カ ッ プ麺や 菓子 パ ン を昼 食に して い る安楽追求型
Cti）

の 姿

を多く目に す る。

　そ こ で 『ご 飯 と味噌汁の あ る朝食』即 ち
一

汁
一菜 の 和 食の 原点 に立 ち戻 っ て ， 朝食の あり方 を

考 えてみ る と， 囗本人 は従来ご飯 を中心 に 味噌汁，納豆，豆 腐など の 豆 製品，そ して採 りた て の
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野菜を組 み合わせ て 食べ て きた。そ の 組み合 わせ は PFC 比率か らみ て も理 に 適 っ て お り，素晴

ら しい 組 み合わ せ で ある。こ の 組み 合 わ せ の よさを本 学の 学生に 理解 させ ， 実践 させ る こ とに よ

っ て朝食の 欠食率 を減 らす こ と を目論 み ， 三教科 間 （調 理 学 ・調理 学実験
・調理学実習）が

一体

と な っ て ，以 下 の こ と を 目標 に 取 り組 ん だ。

　  ご飯 と味 噌汁の 組 み合 わせ の 良 さが解 る

　  お い しい ご飯 と味噌汁が 作れ る

　  佐賀の 地 で と れ た お米 と大豆 （味噌） の 良さ を活かせ る
ω

（地産地消）

　本論文 は学生 自身が食生活 を ど う捉えて い るの か，学生の 実態把握 と自己啓発に つ なが れば と

意識調査 を行 っ た。また ， 本音 と建前 の 論点か ら，学生の 意識 と習得の 度合 い を検 討 した，そ の

経 過 と結果 を報告 す る。

2 ．方法

（1）

（2）

調査対象

本学学生 ：117 名

　 H18 年度　入学生 ：42名……味噌汁を頻 回 （13回）に作 っ た群

　 H17 年度　入 学生 ：42名
　　　　　　　　　　　　　　通常の 授業の み で 味噌汁 を頻 回に は作 っ て い な い 群
　 H ユ9年度　入 学生 ：33名

看護学生 ：37名　 主婦 グ ル
ープ （50才代

〜60才代）：65名　合計 ：102名

　　栄養 を専門 とする本学 の 学生に対 して ，専 門外の 看護科の 学生 と主婦 グル
ー

プ を対照群

　 と した。

調査 対象者の 属性

　調査対象者は食物栄養専攻　 1 ． 2 年生　 117名　 で あ る。

　　さ らに ，調理学実験 の 授業 で 毎回味噌汁 を作 っ た H18 年度入 学生 と頻 回 に 作 っ て い な い

　他年度 の 入学生 を比較 した。
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味噌汁の あ る朝 食にみ られ る学生の 意識調査 と味噌汁作 りの 実験 ・実習の 教育効 果 （右近敦子 ， 清水千幸， 内 田南美予）

（3） 教 育内容 【シ ラバ ス よ り】

表 一1　教 育 内容 （シ ラ バ ス よ り抜粋 ）

調理 学 （1 年次　前期〉
調理 学 実 験 （1年 次 　前 期）

　　（H ／8年度 まで 開講）
調理 学 実 習 1 （1年 次 　後 期）

・
調理 の 変遷 と食事形態 ・日本料 理 の 形 式 と作 法

イ．現代 の 食生 活 と 食事形態
・主食 ・主菜 ・副 菜 （汁 物）の 組 み

合 わせ 効 果

ロ ．食事 バ ラ ン ス

・
米の 調理……炊飯過程 ・文 化鍋 で 炊 飯 ・

炊飯 〔白飯の炊き方）
・…・・1回目：文化鍋

イ．炊 飯 に 伴う米 飯 の 味，香 り，

　テ クス チ ャ
ー

の 変化
イ，米 〜飯の 重 量 ・容 量 の 変化 イ．炊飯 の 原理 に沿 っ て 火加減の 調節

ロ ，加水量の 異なる飯の 状 態 ロ ．飯 の 盛 り付 け

ロ ．米の 調理 に よ る栄 養効 果 ハ ，浸 漬中の 吸水 率の 変化

・豆，豆 製品 に つ い て ・味噌の 特性 ・調理性 （コ ロ イ ド粒子）
・味 噌汁 の 作 り方

・味 噌 の 調 理 性 お よび機 能性 イ，調味性，分散性，緩衝能，消臭効果 イ．中実 （椀 だ ね） の 取 り合 わせ

イ．塩味 ・うま味 ・香 り
☆ 中身が 変 わ っ て も味 に 変化 が な い

　 こ と を知 る．（緩 衝能〉
ロ ．汁の 味付け （塩分濃度）

ロ ．矯臭作用
・
緩衝能 ・煮 出 し汁 の 種 類 と取 りか た ， 川 途

☆ い り こ 出 し汁 を使 っ て ，清 汁 と 味

　噌汁を比較す る。（消 臭効 果 ）
・味 噌 汁 の い ろ い ろ

イ．味 噌 の 種 類 に よ る分 類

ロ ，活 性 酸素 防 止 ロ ．実 の 多少 に よ る分 類

・毎 回実 験 で使用 した 材 料 を利 用 し

て 味噌汁をつ くる。
ハ ．「はれ」の 目 と　「け」の 日の 味噌汁

・味噌の 種 類 と乎 前味噌の 由来を知 る

イ．各地方の 味噌 で味噌汁をつ く

　り 自分 の 味 覚 に
一

番 合 う味 噌 を

　探 す。
・塩 味

イ．汁物の 塩 味 の 範囲

ロ ．味噌の 塩分濃度 ・塩 分濃度の 測 定 ・塩分 濃度 の求 め方 ＃ 調味料の 分量

・味噌汁の分量 〔だしの量 〔150cc）・具の量 〔50g〕・味噌の景 〔12g〕｝は2教科問では10亅じにした。

（4） 調査 内容 と時期

表
一2　調査内容 と時期

調 　　査 　　内 　　容 調 査 時 期 調 査 対 象

  朝食の 欠食状況お よび 朝食の 内容 （実際の 朝剣 （1同印 H18年 10月 ・Hl9 年 1D月 Hl7 ・H18年 度 入 学 生

  バ イキ ン グの 内容 （意識 の 上 で の 朝 食） II19年 2 月 Hl7 ・H18 年度 入 学生

  味噌汁の摂取頻度 （1回凵）お よび 味噌汁が作れるか H19 年 4 月 ・H19 年 10月 H19 年 度 入学 生

  味噌汁をつ くる 〔分 量的把握 が 出来 て い るか ・お

　 い しい 味 噌 汁 が作 れ るか）
H19 年 7 月 Hl8 ・H19 年度入 学生

  朝食の 欠食状況 と，味噌汁の 摂取頻 度 （2回 目） H19年1〔凋 Hl8 ・H19 年度 入学生

☆バ イ キ ン グの 調 査

　 こ れ は実 際 に 食 べ た 朝 食で は な く，ホ テ ル な ど の バ イ キ ン グ朝食を想定 して の 調査 で あ る。
　非 日常的な朝食 の 形態 で あ り実 際に 食 した 訳 で は な い が，知 識 の 上 で の 選 択 を見 る こ とが で き る。

（93）
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【調 査 表
一 1】 【調 査 表一 2】 【調 査 表一 3】

★朝食及 び バ イキ ン グは 図 を描 か

　せ そ れ を も と に 朝 食 の 内 容 を 推

　察 した。

朝食に つ い て の ア ン ケ
ート（2＞

1 ．ホテル の 朝食がバ イキン グの 場合

　　あ な た は 何 を選 び ま すか t／
　　下 記か ら選 ん で 図 に 描 い

　 　て くだ さい 。
ご 飯 ・お か ゆ ・パ ン ・シ リ

ア ル 食品
・
出し巻き卵

・日

玉焼 き ・温 泉 卵 ・ス ク ラ ン

ブ ル エ
ッ グ ・鯵 の 開 き ・鮭

の 塩 焼き
・
湯豆 腐

・
納豆 ・

tt　e 煮豆 ・べ 一コ ン ＆ ソー

セ
ー

ジ ソ テ
ー一・ツ ナ サ ラ

ダ ・ポ テ トサ ラ ダ ・生 野菜

サ ラダ ・
青菜 の ご ま和 え ・

煮物 ・きん ぴ らご ぼ う・
ひ

じ きの 炒 め 煮
・
お か ら煮 し

め ・味 噌 汁 ・清 汁 ・ポ ター

ジ ュ
・の り

・
佃煮

・
梅干 ・

佃煮
・
漬物

・牛乳
・

ヨ
ーグ

ル ト ・ジ ュ
ース ・果物 ・プ

リン
・
杏仁 豆 腐

・
煮 豆

口
【調 査票

一 5】

味 瞭 1一にっ い て の 調査 （1）
1 ．あ な た は味 lr曽汁が 作れ ますか。

　　  は い 　   い い え

2 ．何時 ご ろ か ら作れ る よ うに な り

ま した か 。

　　  小 学 生 　　  中学 生

　　  高 校 生　　  短 大 入 学 後

3 ．作 り方 を誰 に 教わ りま した か。

　　  母 　   先th

　　  そ の 他 （祖母や 姉他）

4 ．あなた は 朝食で 味噌汁を週 ど の

位食べ ますか。

　　  殆 ど毎 1」　   週 に 3〜4回

　　  週 に 1 〜2回

　　  殆 ど食べ ない

味 噌 汁 に つ い て の 調 査 （2）

1 ．朝食を食べ ま した か 。

　　  は い 　   い い え

2 ．今朝味噌汁を食べ ました か 。

　　  は い 　   い い え

3．あな た は朝食で味 噌汁を週 どの 位食べ ますか 。

　　  殆 ど毎 口　　   週 に 3 〜4 回　　  週に 1 〜2回

　　  殆 ど食べ な い

4 ．あ な た は家 で 味噌 汁 を作 ります か 。

　　  殆 ど毎 B　　  週 に 3 〜4 回　　  週 に 1 〜2 回

　　  た まに 作 る （月 1 〜2 回）　　   ほ とん ど作 らな い

【調査表
一 4】

味 噌 汁 を作 っ て み ま し ょ う

1 ．分 量

　　  出し汁　   い りこ

　　  味噌　　   具の 量

2 ．味噌‡1を作る際、気をつ けた 点は ？

3．ご 飯 と味 噌汁の 組 み 合 わせ を あ

　 な た は ど う考 え ますか ？

4 ．あ な た が 食事 で 気 をつ け て い る

　 こ とは何 で す か。

  　調 査方法

  無記名 自d記入式 の ア ン ケ ー h調査 （調査 票
一

ユ〜 3）

  味噌汁 の 実技 （1 人で 1 人分 を作 る） （調査票
一 4 ）

・朝食の 味 噌汁 と して つ くらせ た （夕食や懐石料理の 味噌汁で は ない ）

・出し汁は 煮干で と る

・具 の 材料 は こ ちらで あらか じめ準備 して お い た物か ら自由に 選択 した

・味 噌は合わせ 味噌 を準備

・分 量は 各 自で 計量

・
作成時間は 30分

  　分析 方法

  各調査事項に っ い て エ クセ ル で 集計分析 を行 っ た。

  グラ フ はすべ て調査 人数 を100とした値 （％） で表 した

（94）
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　　　　　　　　味噌汁の あ る朝食に み られる学生の意識調査と味噌汁作 りの実験 ・実習の 教育効果 （右 近敦子，清水
一
F幸，内「日南美子）

　　　　　　　●図

図
一
  　朝食の 欠食 状 況

図一  朝 食 が ご 飯 で あ っ た割 合

図
一
  　ご 飯 と味噌汁の 組み 合わ せ （朝 食）

図 一  　主 食 ・主 菜 ・副 菜揃 っ て い た （朝食）

図
一
  バ イ キ ン グ朝食 で ご 飯 を選 ん だ 者

図
一  　ご 飯 と味噌汁の 組み 合 わせ 〔バ イキ ン グ）

図
一
  　主食 ・主菜 ・副 菜 揃 っ て い た （バ イ キ ン グ）
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図
一
  　味噌汁有 りの 食事の 皿 数

図一
  　味 噌汁 な しの 食 事 の 皿 数

図
一  　味 噌 汁 を い つ 頃 か ら作 れ たか

　　　　　 図一  　家で味噌汁を作 るか

★ 味噌汁を作 る 回数 ： よ く作 る は 週 に 3 〜4 回 以 上、

　あま り作 ら ない は 週に 1 〜2 回以下 と した。

●取 り組 み か ら 6 ヶ 月後の 結果

図
一
  朝食の 欠 食状況 （H19 ・4 月）

図
一
  朝食の 欠食状況 （H19 ・le 月）

図 一
  　味 噌 汁 の摂 取 頻度 （H19 ・4 月）

　　図 一
  　味 噌 汁 の 摂 取 頻度 （H19 。10月）

★ 味噌汁の 摂取頻度 1 よ く食べ る は 週 に 3 〜4 回 以

　上、あまり食べ な い は 週に 1 〜2 回 以下 と した。
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　味噌汁の ある朝食にみられる学生の 意識調査 と味噌汁作 りの実験
・
実習の 教育効果 （右近敦子， 清水千幸，内田南美子）

● 朝食の 摂取量

表一 3　朝食 とバ イキン グの 摂取量の 比較 （食事バ ラ ン ス ガイ ドによ る）

黷 飜
　 　 　 　 瑠 羇

実際に摂 っ た朝食　　　サ ービ ン グ数 （SV ）

暴鑿 毘
H18 ・

入学生 H17 ・入学生 H19・入学生 看護学校 主婦 G
主　　　　食 聶 韃鑾灘 1．9 2．0 2．0 1．8 2．0
副 　　 　　菜

甥融　　　　　　　　　　醐
蠶灘 蒹 爨 覊 1，2 0．5 1．0 0．5 1．8

主　　　　菜
　　 　 鴕
i聽 灘 鰛 ；i1 ．5 1，0 0．9 0．8 L3

牛乳 ・乳製 品 羹黥 糶 翻 0．3 0．2 0．3 0．4 1．3

果　 　　 　物 婆熱靉羈 　　 靉
驚

合　　　　計
　　 　 燃
難纖 騰 　 覊 4．9 3．7 4．2 3．5 6．4

バ イキン グ の 朝食　　　サー ビ ン グ数 （SV ）

H18 ・入学生 H17・入学生 H19・入学生 看護学校 主婦 G

主 　　　　食
簸嬲鯲螺　　　殻牌．鸞
嚢蘿灘 鸚 羅 2．5 2．2 22 2．1 1．8

副　 　　 　菜 靆難 韆 蘿 2．4 1．8 2，7 2．3 2．6
主　　　 菜 黷 羹薫覊 皺 3．8 3，0 3．1 2．8 2．4

牛乳 ・乳製品 叢 i韆蟻 ii諜
果　　　　物 鑢韈 藩甎

2．6 2．0 2．4 2．5 2．6

合　　　　計
舞讖 i戀 　蕪 1L3 9 10，4 9．7 9．4

● ご 飯 と味噌汁 の 組み 合わ せ を学生は ど う捉 えて い る か 。（調査票
一 4 の 3）……複数 回答

表 一 4　 二
“
飯 と味噌汁の 組 み 合わ せ の 捉 え方

学　 生　 の 　 感　 想 Hl9・入学生 Hユ8 ・入学生

組み合 わ せ の 良さ
・
食味 の 違 い が相性が よ く、食べ やす い

・
ご飯は噛 ん で い て 甘 く感 じ、味噌汁は塩味で ある

・ご飯の タ ン パ ク質 と味噌の タ ン パ ク質の ア ミ ノ酸
の 補 足効果 が期待 で きる

58％ 55％

日本の 食文化 ・一汁一菜 の 和食 の 原点で、家庭 の 味、飽 きな い 味

で ある 。

・朝食に食べ る ご飯 と味 噌汁 は 、 心 を和 ませ る ，

・今後 も
一

汁
一

菜 で 摂 りた い 組み合 わせ であ る。

39％ 45％

33％ 31％

6％ 12％

その 他 ・口 を湿 らせ 、料理 を味 わ い 喉 通 りが よ くな る。
・味噌汁は

一
品で 野菜 もタ ン パ ク質も摂れ る優 れ もの

3％ 10％

6％ 26％

  食事 で気 をつ けて い る こ とは何か 。 （調査 票一 4 の 4 ）複数 回答

表一 5　 食事で気 をっ け て い る こ と

H18 ・
入 学生 H19 ・入 学生 看護学生

1位 体 重 76％ 健康 67％ 美味 しい もの 56％

安全な食品 67％
2位 健康 68％ 体重 61％ 健康 41％

美味 しい もの 61％
3位 安全 な食品 58％ 空腹 を満 たす 29％
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3 ．結果

（1） 朝食の 欠食状況 （調査 一 1 ・図
一
  参照）

　　欠食率 は 11〜17％で全国平均 （20代）22％Cl〕や 県内の 平均値 20％に 比 べ て 低か っ た 。

　　学年差や 対象群 の 格差は あまりみ られな い 。主婦 グ ル
ープは欠食率 0％で あ っ た 。

　　欠食の 理 由は

　　　 1 ）時間が な い

　　　 2 ）食欲が な い

　　　 3）食べ る よ り寝 て い た い な ど

　　 ど の グ ル
ープ も殆 ど同 じ理 由 で あ っ た。

  　朝食の 内容 （調査 票
一 1 ・図

一
  〜  参照）

　  朝食は どの グル
ープ も 6割以上が ご飯食で あ っ た 。

　  ご飯食の 内， 味噌汁を組 み合 わ せ て 摂 っ た者は （図
一
  参照 ）H18年度 ・入学生が 79％ と

　　最 も多 く， H17年度 入学生 や 看護 学 生 は 21〜29％ と 少 な か っ た
。

　  主菜 ・副菜の バ ラ ン ス は とれ て い るか 。 （図
一
  参照 ）

　　　主菜的な料理 （た ん 自源 ）は 6割位 の 者が 摂 っ て い るの に 対 して ， 副菜 （野菜料理 ） を摂

　　 っ た者 は 2 〜 3割 しか い なか っ た 。

　　　主 食 ・主菜 ・副菜 と揃 っ て食べ た者は ， 本学学生 では H19 年度入学生 の 28％が 最 も多く，

　　少 な い 群 は H17年度入学生 の 11％であ っ た 。看護学生 は 更 に 少 な く，僅か 6％で あ っ た。

　  　朝食 の 量は適量で あ っ た か 。（表
一 3 参照 ）

　　　食事 バ ラ ン ス ガ イ 1・に よ っ て分析 した。本学学生 の 平均摂取量は　4．9（SV ）（＊ i）〜3，7（S

　　 V ）で あ っ た 。

　　　 こ れは望 ましい 摂取量の 40〜50％に 当た る 。 栄養量は エ ネル ギー
は じめ，全 て の 栄養素 が

　　不 足 の 状 態で ある。

　  　味 噌汁の あ る食事 と味噌汁の ない 食事 の 比較 （図
一
  ・  参照 ）

　　　味噌汁の あ る食事 で は ， 平均 3 〜 4 品 （主食 を含 む）食べ て い る が ， 脚 1曽汁 の な い 食事で

　　は ， 主食を含 め 1 〜 2 品 しか 食べ て い ない
。 主婦 グ ル

ープ で は 味噌汁 の 有 る ， 無 しに拘 わ ら

　　ず， 4 品以上食べ て い た 。 但 し ， 食べ た内容は ， 必 ず しもバ ラ ン ス よ く摂れ て い た わけ で は

　 　 なか っ た。

（3） バ イキ ン グ朝食の 内容

　　 バ イキン グ の 朝食で も主流 は ご飯 を選 んで い るが ，

パ ン 食 も普段 の 朝食よ り 2割位増えて い

　 た。ご飯 を選 ん だ者 の 7 〜 8割が 味11曽汁をセ ッ トに して 選 ん で い る 。 また ， 主菜 ・副菜共に し

　 っ か り選ん で い た 。食事 バ ラ ン ス ガ イ ドに よる分析 で も，
11．3 （SV ）〜9．0 （SV ）で ト分 摂

　 れ て い る 。 また ， 味 噌 汁 の ある無 しに関係 な く， 全 て の 群で 5 品以上選 ん で い た
。

（41 味噌汁が 作れ るか e （図
一

  ・  参照 ）
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　味噌汁の ある朝食にみ られ る学生 の 意識調査 と味噌汁作 りの 実験 ・実 習の 教育効果 （右近敦子，清水千幸，内田南美子〉

　  本学の 学生 は 9割以上が作れ る と答え， 6割は 中学生 の 頃か ら作 れ る よ うに な っ た と答え

　　 て い る 。

　　対照 群の 看護学生 もほ ぼ同 じ回答で あ っ た 。

　　作 り方 を誰 に 教えて 貰 っ た か に つ い て は ， 6割の 学生は家庭 で教わ っ て い た 。 中で も母親か

　 らと云 う回答が 多 く， 少 数派で は祖母や姉 ， 父 とい う者が い た。学校 （家庭科の 授業） と の 回

　 答は 3 〜 4 割 で あ っ た。

　　しか し， 家庭で 作 っ て い るか に つ い て は ， ほ とん どの 学生が 作 っ て い なか っ た 。 H18年度 ・

　入学生が 20％ ， H19年度 ・入学生が 僅 か 9 ％作 っ て い た 。

　  味噌汁の 実技の 結果

　　　本学の 学生は実技テ ス トと して作 らせ た。看護学生は ア ン ケ
ー

トの 形 式で 調査 した もの で

　　 ある 。

　　　本学 の 学生は全員が 美味 しい 味II曽汁 を作る こ とが で きた 。

　　　出 しの 量 ， 具の 量 ， 味噌の 量は ほ とん どの 学生が ， 適 量の 範囲内で あ っ た 。看護学生群 は

　　紙上 の み で 実際に 作 っ て い な い が ， 量 的な把握は 3 割程 度 しか 出来 て い なか っ た 。

　　　味 噌汁を作 る ときに 最 も気 をつ け た こ と として ， どの 群 も共通 して い た項 目は ，   具 材 の

　　取 り合 わせ   出汁   塩 分 等 を挙げて い た 。注 目すべ き少 数回答 は， H18年度 ・入学生 の   煮

　　えば な   味噌 の 種類で あ っ た。

  　ご飯 と味 噌汁の 組 み 合 わせ をどう捉 えて い るか。 （表 一 4 参照）

　　複数回答で の 結果 であ るが ， 栄養学的，味覚的に 組み 合 わせ が 良 い との 回答は 55〜58％あ っ

　 た。

　　次に 多 い 回答は 食文 化 的見地 （日本型食生活）か らの
， 組 み合 わ せ の 良さ で あ っ た 。

　　少数意見 として ，一汁一菜 の 食事は 口 を湿 らせ ，の ど通 りが 良 い と云 う回答 もあ っ た 。

  　食事 で 気 をつ け て い る こ と （表一 5参照）

　　本学の 学生 は 自分 自身の 体重や健康 ， そして 安全な食品 を選ぶ と言 う回答が 50％以上 占め て

　 い た。

　　対照群 の 看護学生 は健康 との 回答が 40％ ， 他 は美味 しい もの や 空 腹 を満た せ ば よい との 回答

　で あっ た 。

（7） 朝食の 欠食状 況 と味 噌 汁の 定着度一 6 ヵ 月後 の 比較

　　同 じ質 問形式 で 前期 （H19年 4 月 ・1 同 目〉 と後期 （H19 年10月 ・2 回目）の 2 回調査 を行

　 っ た。

　  欠食状況 （図
一
  ・  参照 ）

　　　 1 回 目の 調査時点で は H18年度 ・入学生 は 17％，　 H19 年度 ・
入 学生は 0 ％で あ っ た。

　　　 2 回 目の 調査 で は それ ぞれが 30％ と13％に増 え て い た。

　  　味噌汁 を食べ る頻 度 （図
一
  ・  参照 ）

　　　『良 く食べ る』群 は 1 回 目の 調査 では H18年度 ・入学生が 62％ ，
　 H19 年度 ・

入 学生 は47％で

　　あ っ た 。
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　　　2 回 目の 調査 で は H18年度 ・入 学生 は 10％減少 し，　 H19年度 ・
入 学生は 20％増加 した。

＊ 1 ）：SV とはサ
ー

ビ ン グ （食事 の 提供量 の 単位）の 略 ，

　 各料理 につ い て 1 回当 りの 標準的 な量 を大 まか に示す もの で ， 「1 つ 」あ る い は 「SV 」と表

記する。一般 の 生活者に と っ て は ， 栄養素量や 食品重 量 と い っ た数値 を意識 しな くとも， 1 つ ，

　2 つ と数 える こ とで ， 1 日の 食事バ ラ ン ス を考 える こ とが で き る。

4 ．考 察

（1＞ 朝食の 欠食状況

　　国民健康
・
栄養調査の 結果 （H16年） と比較 してみ た場合 ，

1 回 目の 調査結果は決 して 高 く

　は ない と思 うが ， 2 回 目の 調査結果 では ， 両学年共に減少 ど こ ろか逆 に増 えて い た 。（図
一  ・

　  ）

　　欠食の 理 由 の 背景に ある もの として ，アル バ イ トや 夜史か しなどで ， 夜型人間が 増 えた こ と

　 と， 女性 は朝 の 身支度 に 時間が か か る こ となどが 要 因 と思 われ る 。

　　しか し， そ の よ うな理 由 の み で解 明 さ れ る で あ ろ うか 。川崎 氏
（3）

に よ れ ば 朝食を家族 と 共 食

　す る意味は家族 とい う集 団生活 の 人 間関係づ くり， その 象徴 として の マ ナ
ー

や 規律づ くりで あ

　る と して い る 。 共 食が 常態 で あ るならば，家族 の 拘束力 （集団規 範）が 働 い て ，安易 な欠食 を

　生起 させ に くい とい う見方 であ る 。 しか し， 家族揃 っ て朝食をとる家庭が 減少 し て い る今日で

　は ， 家族 の 拘束力は 作用 しな い で あろ う。

　　今 回の 調査 で は深 く掘 り
ー
ドげ る こ と は で きな か っ たが ， 知識 として は十分理解 して い て も ，

　それ は あ くまで も建 前の こ と で あ っ て ， 本根 は先 に述 べ た ような理由に よる もの で ある と推察

　 され る。こ の こ とか ら建前だけ の 知識では な く本音の 部分 に触れ なけれ ば行動の 変容 は望め な

　 い
。 そ の 本音を越 え る動機付けが 見 つ かれ ば効果は期待 で きる と思われ る 。

　　学生が 食事 で気 をつ けて い る筆頭 （調査票一 4 ・表 一 5 参照 ）が 体 重 で あ っ た こ と か ら，ダ

　 イエ ッ トと欠食を結び つ けた導入が あれ ば，欠食 を減 らせ た の で は な い だ ろ フ か 。

（2） 朝食とバ イキ ン グ朝食の 内容

　  主食の 内容

　　　ご飯食が 全休 の 6割 〜 9割 を占め て い た 。 そ の 理 由 として 考 えられ る こ とは

　　　　 a ） 自分 で作 らずに 家族が 用意 して くれ た もの を食べ て い る

　　　　 b）佐賀 は米 ど こ ろであ り，ご飯食は 小 さい 時か ら身に付 い た 食習慣が あ る

　　 な ど と推察され る。

　　　 白分で 選ぶ バ イキン グ の 朝食では ，
ご飯 食は 4 割〜 7 割で あっ た

。

　　　 こ れ ら の こ とか ら考 えられ るの は ，好み で 選 ぶ な らば パ ン 食や その 他の シ リア ル 食品 も食

　　べ た い が
， 普段の 朝食 で は そ こ に用 意され た もの を食べ て い る 。 佐賀の 地域 陛もあ っ て ご飯

　　 食が 多い と考え られ るが ， 自分 で健康や 嗜好 を考慮 して 食事づ く りをす る 学生 は 殆 ど い な い

　　 よ うであ る。
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味 噌汁の ある朝 食にみ られ る学生の 意識調査 と味噌汁作
1）の 実験 ・

実習の教育効果 （右近敦子，清水千幸，内田南美子）

  ご飯 と味噌汁の 組み 合 わせ

　　調査群 に よ っ てか な りの 差が 出た。そ の 中で注 目すべ きは Hl8年度 ・入学生 で ，ご 飯 を食

　べ た学生 の 約 9割が 味 噌汁 を摂 っ て い た 。他 の 群 は 5害［］〜　7 割 しか味噌汁 を摂 っ て い なか っ

　 た P

　　こ の H ユ8年度 ・入 学生は 1年の 前期 ・調理 学実験の 授業で 15同中13回味噌汁 を作 っ て い る。

　　実験 で使用 した材料 を使 っ て
， 材料 の 組 み合わせ や ， 調理 性 などを考慮 しなが ら各班 で作

　 らせ た 。 出汁 の 量 ， 具材 の 量 ， 味噌の 量は調理学実習 と統
一

して示 したが，材料 の 組み合 わ

　せ は学生 自身が 考 えて作 っ た。今回 の 結果は そ の繰 り返 しの 授業効果 と思われ る。

　　最初は戸惑い
， 考えなが ら作 っ て い た味噌汁 も， 回数 を重ね る内に 出汁や 味 噌の 量の 把握

　が で きる よ うに な り，具材の 取 り合 わせ に も工 夫が生 まれ，楽 しん で 作 る ように な っ て きた。

　そ して何 より味噌汁に慣 れ親 しみ ， 尚且 つ
一・一汁一菜 の よ さが 解 っ た結果で ある と推察 され る。

　　 しか し半年後に は よ く食べ る との 回答が 53％に減少 した 。 こ の 結果 を ど う捉 えるべ きか 。

　推察出来 る こ とは，頻 回に 作 っ て い る ときは建前の 部分 が 強 く全面 に で て ， 本音 の 部分が 押

　し戻 され た 形 とな っ た が ，その 場か ら少 し遠 ざか る と本 音の 部分 が 押 し出され る の で あろ う

　 か 。

　　知識の 習得か ら行動 の 変容 ， さ らに それ を定着 させ る こ とは短期 間の 教育で は非常に 難 し

　い 。 しか し， その 基礎 となるもの をしっ か り持 つ こ とが で きた ら，将来に繋げる こ とが可 能

　で は な い か と思 う。また，家庭 の 食生 活パ ター
ン が 本人 の 意識如何 に 拘 わ ちず習 慣化 す る、

　そ う思 わせ る結果 が バ イキ ン グ朝食で あ っ た
。

日頃味噌汁 を摂 っ て い る者は バ イキ ン グ朝食

　で もほ ぼ 味噌汁 を セ ッ トに して 選ん で お り，調査結果 と も
一

致 した 。

  　食事の 内容 （食事 バ ラ ン ス ）

　 a ）学生 の 朝食

　　　主 菜的な もの は約 6 割の 学生 が摂 っ て い る の に 比べ て ， 副菜 （野菜類）は殆 ど摂 られて

　 　 い な い 。

　　　主 な主菜 として は卵 ， 納豆 ・豆腐，ア ジ の 開 きや 塩鮭 で あ っ た 。 肉料理 は殆 ど前 日 の 残

　　 り物 と思 われる。

　　　副菜 は生野菜 （レ タス
・トマ ト・きゅ うり

・
キ ャ

ベ ツ な ど）又は 炒め た 野菜が 多か っ た 。

　　　今回 の 調査 で は 量的 な把握 は出来て い ない が ，献立名か ら推察す ると ， 非常に ア ン バ ラ

　　ン ス な食事 内容で あ っ た が ，唯一食べ た主菜や 副菜は，簡単に 短時間で整 えられ る もの と

　　い う共通点が見出せ た 。

　　　逆 に 言 えばそれ が 朝 食の 献立 の 条件 で あ る とも思われる。

　 b） バ イキ ン グ の 食．事 （仮想の 食．事）

　　　非 日常的な朝食 の 想定で は ある が
， 料理 の 種 類 も多 く， 時間 もた っ ぷ りある の で ，

パ ン

　　食も ご 飯 食 も主菜，副 菜 ， デ ザー
ト共 に充分 摂 っ て い た 。また 極端に偏 っ た選 び方 をした

　　者は い なか っ た 。

　　　こ の 結果 よ り，
バ ラ ン ス よ く選択す る 力は備 わ っ て い る と思われ る 。
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　　c ）味噌汁 の ある食事 と味噌汁の 無 い 食事の 比 較

　　　　味噌汁 の ある食事 の 場合は皿数が 3 〜 4 品あるの に対 して ， 味噌汁 の 無 い 食事の 場合 は

　　　皿 数が 1 〜 2 品で あ っ た 。つ ま り， 味噌汁の
一

椀が ある食事に は ，
ご飯 の み で な く納豆や

　　　目玉焼 きが つ い て い る。

　　　　しか し，味噌汁の
一

椀が な い 食事は ， 卵か けご飯 ，
ふ りか け ご 飯，め ん た い お に ぎ りな

　　　ど ， 主 食の み で 済 まして い る 。 要するに 床噌汁そ の もの の 栄養価 よ りも，
ご飯 と味噌汁の

　　　組み 合 わせ に は ， 杣 乗効果的に主菜や副菜 を色々 食べ る， こ の こ とが味噌汁の あ る食事 の
，

　　　一
番の 効果 と言 えるの で は ない だ ろ うか 。 他方考 えられ る こ とは味噌汁 を作る家庭 は ， 先

　　　に述べ た ような簡単な料理 が作 られ ， また前 日の 残 り物 を上手 く組み 合わ せ て
， 朝食 の 膳

　　　が 整 えられ て い る 。 そ の ひ と手 間で バ ラ ン ス の よい 食卓 とな るの が ， 味噌汁 を推奨す る所

　　　以で ある 。

　　　　バ イキ ン グの 場合 は ， こ の 理 論 は当ては ま らなか っ た。種類 も多 く， 時間的に も充分余

　　　裕が あれ ば
，

味噌汁 の 有 り無 しに関係な く，主菜，副菜共 に バ ラ ン ス よ く摂 られて い た 。

（3＞ ご飯食の 献立 とパ ン 食の 献立 を比較

　　エ ネル ギ
ー

量は 同 じ で も，パ ン 食 の 方 は脂 肪 比 とタ ン パ ク質比 が 上 が っ て しま う。逆 に ご 飯

　食の 場合は カ ル シウ ム （牛乳）が 摂 りに くく，塩 分過 剰 に な りやす い 欠点は あ るが， 日本型 食

　生活 の 効果で ， 世界で も有数の 長寿国 とな っ た こ と を考 え れ ば
， 学生 に こ の 日本型 食生活 を浸

　透 させ ，次世代に受け継 い で欲 しい と願 うの で ある 。

　　『思春期 の 食生 活 と ご 飯食の 役割に つ い て 』福岡秀興 氏（8）
は ，   ご 飯 食の 摂取 回数が増 え る

　と ミネ ラル
，

ビ タ ミ ン な ど微量元素の 摂取量が 増 え る　  ご飯 は数 多 くの 副菜 を抵抗無 く摂取

　す る の に 最適 な主食であ る と述 べ られて い る。 また思 春期 の 食事 は

　  将来 の 健康確保 の 基礎 （骨成長 の た め）

　 
一

生 の 食習慣 を決定す る （和食の 重要性）

　  食生活が 次世代 の 健康 を決定す る

　 の で思春期 に は和食 ・米飯 食の 意義を今
一度見直 して 貰 い た い と強調 されて い る。

　　著者等の 今 回 の 調査 で ， ご飯 と味噌汁の 献立 が ，
パ ン 食 よ り も摂取食品数が 多か っ た結果か

　 らも肯
』
け る。

  　味噌汁が 作れ るか ど うか

　  味 噌 汁 の 作 り方 は義務教育 と更に 家庭で 母や祖 母 か らの 生活教育 の
一

環 と して 教 わ っ て い

　　 た
。

　　　著者等は 親子の 断絶 な ど の 社会風潮 を鑑み て ， ど れ程家庭 で 躾 られ て い る の だ ろ うか と危

　　惧 して い た。 しか し，大半の 学生が 義務教育と家庭教育が 相俟 っ て ， 高校生 までに は作 れ る

　　 よ うに な っ て い た 。 こ の 伝承 は学生が 家庭 を持 っ た とき，また次世 代 へ 繋 げて くれ る で あろ

　　 うと期待する。

　  実技テス トの 結果は，常識 を逸脱する ような味噌汁 を作 る者 は
一

人 もい なか っ た。量的な

　　把握は 出汁 ， 具 の 量 ， 味噌 の 量共に ， 6 〜 8 割の 学生 が掴め て い た 。また 量 を書けなか っ た
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　味噌汁の ある朝食にみ られ る学生 の意識調査 と味噌汁作りの 実験 ・
実習の教育効果 （右近敦子，清水干幸，内田南美子 〉

　　学生 も自分 の 目で ， 舌で確 か め て 十分 美味 し い 味 11獣 1』を作 る こ とが 出来た。

　　　特に 先の HI8年度 ・
入 学生 は H19年度 ・

入学生 よ りも明 らか に よ く出来て い た。気 を付け

　　た こ との ポ イ ン トも， 具材 の 組 み 合わ せ や 出 しの 取 り方の み な らず ， 味噌の 種類に も拘 っ て

　　 い た 。 これ は繰 り返 しの 教育の 効果で あろ う。

  　ご 飯 と味噌汁 の 組．み合わ せ を学生は ど う捉 え て い る か

　　三教科の 学習 の み な らず他 の 専門教科 も含め て ， 総 合的 な学習に よ り，

一
層組み合わせ の 良

　 さを感 じて い る こ とが 学生 の 感想 か ら窺が えた。

　  栄養学 の 見地 か ら
，

ご飯 と味噌汁の ア ミ ノ酸の 補 足効果 を60％近 くの 学生 が 理 解 して い た。

　  伝統 的 日本型 食事の 長所 と して 捉 え ， 30〜40％の 学生 は今後 も仕事 の 中で広め て ゆ きた い

　　 と考えて い た 。

　  介護食 （高齢者 の 食事）と して も， H18 年度 ・
入学生はか な り高 い 評価 を示 して い た。

　 
一椀 で 主菜に も， 野菜 た っ ぷ りの 副菜に もな る と 30％近 くの 学生が 答え て い た e

　  　味噌汁 を食 べ る と心が 安 ら く
”
。（心が 温 か くな る）……少数意見

　　　 こ れ まで に 学んで きた こ とが ， 総合 的に 反映 され てお L）， 味 噌汁は 多 くの 野菜や た ん ぱ く

　　源が取 り入れ られ る
一

品で
， 味噌汁 の 存在感 を再認 識す る こ とが 出来 た、

　辰 巳芳子 氏は ス
ープに 関 して 〔9）

　　　「海，山 ， 畑の 旬の 恵み を渾然
一

体化 し， もっ とも吸 収 しや すい 状態に 仕上げた 食べ 物 それ

　　が 「お つ ゆ」， こ の こ と ば の 表現 に は 「天 の 露」の イ メ
ー

ジ が あ る。 ま た 「汁物 の 待 つ 家 庭 の

　　食卓は
， 愛 の と りで 」で ある』 と述べ て い る。

　　　学生 の 回答か らもこ れ らの こ とと
一

致 する と こ ろが 多 く， 味噌汁の よさは十分 に 理 解 され

　　て い る と思わ れ る。

  　日頃 の 食事 で 気 をつ け て い る事

　　上位三 項 目は体 重 ， 健康，安全な食品 で あ っ た 。 （50％以上 の 学生が 圃答）

　　栄養士 を目指す者 と して 問題 意識 を持 っ て い る こ とが窺が えた 。

　　今年は 中国製食品の 安全性や 食品 の偽装 ， 偽証，賞味期 限の 改竄等 々
， 食品の安 全性が 問わ

　れ る事件が 次 々 に報 じられ，それ ら の考 えが 範疇に あ っ た の で は ない か と思われ る e

5 ． さい ご に

朝食 の 欠 食 を減 らすた め の 手段 と して 目標に 掲げた 三項 目に つ い て

  　の 項 凵 （ご飯 と味噌汁の組 み合 わ せ の よさ）は，総合 的な知 識の もとに十分 理 解され，栄

　養士 として の 意識 を高め る こ とが で きた と推察 される。

  の 項目 （味噌汁が作れ るか）は， 実技テス トで も全員の学生が作るこ とがH舌来， 習得で きた。

  　の 項 目 （地 産地消 ）は米 と味噌の 関わ りを通 して食糧 問題 へ の 関心 を高め ， 安全な 食べ 物

　へ の 問題意識 を持 て る ように な っ た。こ れ は 学生 の 食事 へ の 関心度 の 高 さか らも窺 える。

　　以上 目標 と した三 項 目は 全員習得で きたに も拘 わ らず，朝食の 欠食 を減 らす決め手 には な
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り得なか っ た 。

　本音の 部分 を乗 り越 えるだ けの建前の 知識 と，

一分 で も長 く寝 て い た い 本音を跳ね 返 すだ

け の 動機付けが
， 今 回は 欠如 し て い た と思われ る。

　しか し，繰 り返 し味噌汁を作 らせ た こ とで ， 味噌汁作 りが 難 し い もの で は な く， 身近 な素

材で 簡単に作れ る もの
， また ，具材 を変 える こ とに よっ てバ リエ ーシ ョ ン は無数に広が り，

毎 日食 べ て も飽 きない もの だ と学生が認識 した こ とは今 回の 大 きな成果であ っ た。今後 こ の

こ とが 味噌汁の ある朝食 へ の ス テ ッ プ とな っ て くれ る こ とを願 い な が ら， 本音を超え る建前 ，

動機付 けを模索し ， 如何 に して教育効 果をあげるか ， 今後の 課題 として検討 を重ね て い きた

い
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
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